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（４） 活力あるまちづくり（産業）

① 農林業の振興

　農業が基幹産業である当別町は、土地利用型農業の展開により農地の集積が加速的に進み、
戸当たり平均経営規模が拡大しています。その反面、若年層を中心とする担い手の減少、就業者
の高齢化の進展及び高齢化を理由とした離農者の増加など、農業の担い手不足が深刻化してい
ます。

　日本と比べ安価な輸入農産物の増加によって全国的に農産物価格が低迷し、農家所得は減少
傾向にあります。このため、農業所得向上をめざし、土地利用型作物（米・麦・大豆）を主体とした
農業経営からの転換や地域の特性を活かした農産物の地域ブランド化が必要とされています。

　農村の自然環境や景観の保全といった視点から、農地の適正な保全や環境保全型農業の実
践など、農業生産活動における環境問題への配慮が求められています。

　森林は、生物の多様性を育み、災害を防止し、水源のかん養、物質生産、保健休養の場を提供
するなど、広範で多様な機能を有しており、「地球温暖化防止対策」として森林の役割と重要性
が高まっています。

　食の安全がクローズアップされ、消費者から安全・安心で良質な農産物の生産や品質の向上
が求められています。
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当別町農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想
当別町水田農業ビジョン

施策の方向性 

当別町担い手育成総合支援協議会運営
当別町水田農業推進協議会運営

効率的かつ安定的な農業経営をめざして、計画的な農業経営の改善に取り組む意欲と能力のある担い
手の育成・確保を図ります。
集落営農※組織が中心となって、各集落の現状、将来の方向性、農地の利用集積の目標達成に向けた体
制を確立し、更なる担い手の育成・確保を図るため、中小規模の戸別農家の集落営農への積極的な参
加の促進に努めます。
土づくりや土壌還元による有機肥料の施用、低農薬栽培の促進など、環境保全型農業を推進するエコ
ファーマー※の育成に努めます。

●

●

●

●
●

●
●

指標・目標

（H19） 13件　　　（H30）19件以上

集落営農組織

（H19）54.7％　　　（H30）78.8％以上

担い手率

（H18）689千万円　　　（H30）700千万円以上

農業産出額

用語解説
【集落営農】
「集落」を単位として農業生産過程における一部又は全部に
ついての共同化・統一化に関する合意の下に実施される営農。

【エコファーマー】
土づくり・減化学肥料・減化学農薬の３つの技術に一体的に
取り組む農業者のこと。

関連計画

想定される事業

● 農業の振興【担い手の育成･確保】


